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年

月 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12

3月決算会社

(主に国内)

12月決算会社

(主に海外)

決算期

2021 2022

2022年3月期 2022年12月期

＜注意事項＞

 本資料に記載されている将来に関する記述は、現時点で入手可能な情報に基づいており、リスクと不確実性を含んでおります。

 決算期変更の経過期間となる2022年12月期は、2022年4月1日から2022年12月31日までの9ヶ月決算となります。

本資料の比較対象となる「21年度第2四半期（調整後）」は下図の通り連結対象期間を調整しており、監査法人による

監査を受けていない参考数値となります。

21年度 第2四半期
（調整後参考数値）

22年度 第2四半期
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損益計算書
海外向け売上増に加え、為替影響により増収増益

（単位：百万円）

21年度第2四半期

（調整後）
22年度第2四半期

金額 比率 金額 比率

売上高 120,735 100% 131,310 100% 10,574

売上原価 95,635 79.2% 99,878 76.1% 4,243

売上総利益 25,099 20.8% 31,431 23.9% 6,331

販管費 22,812 18.9% 26,991 20.6% 4,178

営業利益 2,286 1.9% 4,440 3.4% 2,153

営業外損益 -76 -0.1% -238 -0.2% -162

経常利益 2,210 1.8% 4,201 3.2% 1,991

特別損益 11,035 9.1% 1,103 0.8% -9,931

税引前当期純利益 13,245 11.0% 5,304 4.0% -7,940

法人税等 2,356 2.0% 4,067 3.1% 1,711

非支配株主当期純利益 57 0.0% -741 -0.6% -799

親会社株主当期純利益 10,831 9.0% 1,978 1.5% -8,853

比較

増減
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費用増加や原材料価格高騰の影響があるも、物量増加や販売価格
の見直し、為替により営業利益は21億円増加

営業利益増減要因
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新
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貸借対照表
円安や生産制約等の影響により棚卸資産、有利子負債増加

手許資金 118,396 106,102 -12,293

売上債権 48,194 42,267 -5,927

棚卸資産 83,452 104,247 20,795

その他 7,662 13,236 5,573

流動資産計 257,706 265,854 8,148

有形固定資産 67,361 67,558 196

無形固定資産 2,571 2,480 -91

投資その他の資産 17,080 17,008 -72

固定資産計 87,013 87,047 33

資産合計 344,719 352,901 8,181

22年度

第2四半期末
21年度末

比較

増減

（単位：百万円）

仕入債務 38,874 39,050 176

有利子負債 98,177 101,748 3,571

その他 47,354 42,719 -4,635

負債計 184,406 183,518 -887

純資産計 160,313 169,383 9,069

負債・純資産計 344,719 352,901 8,181

比較

増減

22年度

第2四半期末
21年度末

21年度

第2四半期
21年度

22年度

第2四半期

売上債権回転期間 83.2日 85.5日 74.6日

棚卸資産回転期間 159.0日 148.1日 184.1日

自己資本比率 46.8% 46.2% 47.8%
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建設用クレーン、その他は増加
車両搭載型クレーンは減少

製品別売上高
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製品別売上高

建設用クレーン 車両搭載型クレーン 高所作業車 その他

（百万円）

(調整後)

（単位：百万円）

金額 増減率

車両搭載型
クレーン

建設用クレーン、日本向け及び海外向け売上高

日本 20,001 16,710 -3,291 -16.5%

海外 56,597 70,176 13,579 24.0%

合計 76,599 86,887 10,288 13.4%

為替レート ※1-9月期中平均レート

USD 108.50 128.05

EUR 129.83 135.95

10,205 8,037 -2,167

22年度

第2四半期

比較増減

76,599 86,887 10,288 13.4%

21年度

第2四半期

（調整後）

0 0.0%

合計

その他

高所作業車

建設用クレーン

25,618 28,072 2,454 9.6%

120,735 131,310 10,574 8.8%

-21.2%

8,312 8,312
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その他を除く仕向地で増加

※上のグラフには日本を含んでおりません。
※その他は、オセアニア、アフリカ、CISを含んでおります。

仕向地別売上高

（単位：百万円）

金額 増減率

欧州 21,719 22,975 1,256 5.8%

北米 28,536 40,274 11,738 41.1%

中南米 902 3,466 2,564 284.1%

アジア 8,509 10,063 1,553 18.3%

中東 3,425 3,984 559 16.3%

その他 11,330 9,974 -1,355 -12.0%

小計（海外計） 74,422 90,738 16,315 21.9%

日本 46,312 40,572 -5,740 -12.4%

合計 120,735 131,310 10,574 8.8%

海外売上高比率 61.6% 69.1%

比較増減
21年度

第2四半期

（調整後）

22年度

第2四半期
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22年度業績予想

第2四半期累計期間の業績を踏まえ、通期業績の見直しを行ったところ、売上高が前回予想
を下回る見込みとなりましたので、2022年4月28日発表の2022年12月期通期業績予想に
ついて、上記の通り修正いたします。詳細につきましては、2022年11月14日に公表しま
した「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。

（単位：百万円）

21年度 22年度 変則決算期 22年度 変則決算期 業績予想 参考：調整後計画

（4月28日）

金額 比率 金額 比率 金額 比率 金額 増減率

売上高 205,661 100% 205,000 100% 190,000 100% -15,000 -7.3%

営業利益 5,251 2.6% 4,500 2.2% 4,500 2.4% ー ー

経常利益 5,454 2.7% 3,800 1.9% 3,800 2.0% ー ー

親会社株主当期純利益 13,096 6.4% 1,900 0.9% 1,900 1.0% ー ー

USD

EUR

※8月10日付発表にて7月以降の為替レートを変更しております

中間 3.00円 中間 ー 中間 ー

期末 4.00円 期末 8.00円 期末 8.00円

年間 7.00円 年間 8.00円 年間 8.00円

※4月28日付発表の配当予想は変更しておりません

1株当たり配当金

120.00円

135.00円

109.80円 130.00円(7月以降)

129.89円 140.00円(7月以降)

（11月14日） 比較増減


